
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月１日（金）、１２０周年の創立記念式を行いました。今年は節目

の年ということで、PTA 会長（東海林副会長様 代理出席）と元同窓会

長 小関利明様をお招きしました。会場にはこの春に解散した同窓会から

いただいた新しい紅白幕を張り、お披露目したところです。また、ブラスバンドの

記念演奏をご来賓の方々にも聞いていただくことができました。式の中では、児童

代表の中嶌隼大さんが、この学校の特色や児童会の取り組み、そして南沼原小の歴

史と伝統を受け継ぐ自覚と責任について堂々と発表してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式の中で私は「児童会のうた 手と手をつないで」の作曲者から

お聞きした誕生秘話を紹介しました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・                              

この歌の作曲は、今から35年前にこの学校に先生としてお勤めされた三森聡

さんという方です。三森さんがこの学校に赴任した時、音楽室の片隅に４行ほ

どの縦書きの歌詞がはられてあり「児童会の歌」とタイトルがありました。し

かし、楽譜も音源もなく歌える人はだれもいなかったそうです。そんな中「そ

れなら新しい歌をみんなでつくろう」という話になり児童会の集会委員会が企画して、高学年から歌詞を募集しまし

祝 創立１２０周年 ～はらっぱの歴史をつないでいくこと～  

令和６年１１月２２日 

山形市立南沼原小学校 

学校だより 第７号 

文責：校長 石澤 友章 

 

 
 

 
 

児
童
代
表 

お
祝
い
の
言
葉
（
計
画
委
員
長 

中
嶌 

隼
大
さ
ん
） 

 

南
沼
原
小
学
校
創
立
百
二
十
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
創
立
百
二

十
周
年
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
僕
た
ち
が
通
っ
て
い
る
学
校
に
は
、
百
二
十

年
も
の
長
い
歴
史
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
南
沼
原
小
学
校
は
、
明
治
三
十

七
年
に
で
き
ま
し
た
。
よ
く
「
は
ら
っ
ぱ
の
子
ど
も
」
や
「
は
ら
っ
ぱ
教
室
」
と
言

わ
れ
、
児
童
会
の
歌
に
も
登
場
す
る
「
は
ら
っ
ぱ
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
頃
か
ら

受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
今
は
た
く
さ
ん
の
お
う
ち
や
お
店
が
あ
る
南
沼
原

地
区
で
す
が
、
昔
は
畑
や
田
ん
ぼ
の
多
い
地
区
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の

ネ
ー
ム
に
も
つ
い
て
い
る
校
章
は
、
南
館
・
沼
木
・
吉
原
の
三
地
区
を
結
ぶ
し
る
し

で
、
ど
の
地
区
も
み
ん
な
で
協
力
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

そ
ん
な
歴
史
あ
る
南
沼
原
小
学
校
を
さ
ら
に
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
今
年
の
児

童
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
明
る
い
あ
い
さ
つ 

守
ろ
う
ル
ー
ル 

み
ん
な
が
笑
顔
」
と

し
、
全
校
生
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
校
生
に
意
識

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
学
校
生
活
を
送
る
中
で
誰
も
が
一
度
は
通
る
、
体
育
館
の
前

の
廊
下
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
示
し
、
み
ん
な
で
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
計
画
委
員
を
中
心
に
し
て
「
あ
い
さ
つ
の
木
」
や
「
あ
い

さ
つ
隊
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
内
だ
け
で
な
く
、
通
学
路
に

立
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
交
通
指
導
員
さ
ん
や
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
々
に
も

元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
、
校
舎
内
外
に
響
く
あ
い
さ
つ
は
と
て
も
気
持
ち
が
い

い
で
す
。 

 
ま
た
、
南
沼
原
小
学
校
は
、
全
校
児
童
数
が
約
八
百
人
と
い
う
、
山
形
県
内
で
一

番
大
き
い
学
校
で
す
。
人
数
が
多
い
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
個
性
を
持
っ
た
人
た

ち
と
友
達
に
な
れ
ま
す
。 

 

ぼ
く
は
、
南
沼
原
小
学
校
に
通
っ
て
い
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
一

緒
に
遊
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
す
る
仲
間
が
い
る
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
仲
間
た
ち
と
安

心
し
て
学
校
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
南
沼
原
小
学
校
が
、
ぼ
く
は
大
好
き
で

す
。
い
つ
も
僕
達
を
支
え
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
よ
り
良
い
学
校
に
す
る
た

め
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ぼ
く
た
ち
は
今
、
多
く
の
先
輩
た
ち
が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
長
い
歴
史
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
き
ま
す
。 

 



 

た。応募された作品から、当時６年生の桜井真美さんの歌詞が選ばれました。それに三森さんが、リズムに乗って楽

しく歌えるような現在の曲をつけて出来上がりました。さらに、歌に動きを付けることになり、当時の集会委員が先

生方と相談しながら考えた動きを、集会委員が身振り手振りで教えていくことで徐々に「手と手をつないで」が形に

なっていったそうです。三森さんは、35年たった今もこの歌が、振り付けと一緒に歌い継がれていることにとても

驚き、喜んでおられました。考えてみれば、今のようにお手本になる動画や音源など全くない時代に生まれた世界に

たった一つのオリジナルソングです。今に至るまでたくさんの子どもたちが互いに伝え合い、つなげ合って、今ここ

にいる皆さんに、できたときのままの形で受け継がれているって本当に素敵なことだなと感動しました。このように、

先輩方の思いや考え方がずっとつながって、今の皆さんに引き継がれてきたことが他にもたくさんあるのでしょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

伝統とは建物や形だけを引き継ぐことではなく、大切にしたいことや考え方をつないでいくことで

す。それは決して難しいことではなく、目の前のこと一つ一つを頑張っていくこと。それが十年後、

三十年後（１５０周年！）の後輩たちに必ず受け継がれていくはずです。保護者・地域の皆様にも引

き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

  

今年は交通指導員さん、セーフティーサポーターズさん、わくわくぽけっとさん（読み聞かせ）に

加え、ペットボトルキャップを地域で集めて学校の JRC活動に協力してくださっている金澤一男さ

んをお招きしました。児童代表のあいさつに熱心に耳を傾けてくださり、花束や手紙に加え全校合唱

による歌のプレゼントをたいそう喜んでくださいました。「安全・安心に、豊かな心で楽しい学校生

活を送ってほしい」という、お招きした皆様から語っていただいたメッセージを子どもたちもしっか

りと受け止めていました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「いつもありがとう」 の心を伝えよう ～11/１5感謝の会～ 

児童代表 感謝の言葉（計画副委員長 永沢碧惟さん） 

交通指導員さんとの毎朝のあいさつを通して「今日も頑張ろう」という気持ち

になります。ぼくが登校班で自転車とぶつかった時、セーフティーサポーター

ズの方が駆けつけてくださったことが忘れられません。わくわくぽけっとさん

の読み聞かせのおかげで新たなジャンルの本と出会うことができ、ますます本

が好きになりました。金澤さんにはペットボトルキャップ回収で１０年以上も

ご協力いただいています。このように、ぼくたちを支えてくださるみなさん、

いつも本当にありがとうございます。そしてこれからもよろしくお願いします。 

第２回学校運営協議会 （１１月７日開催） 熟議より 

「地域学習◇」と「自立登校と安全意識☆」を熟議題とし、様々なアイデアが出されました。これからの教育

活動や来年度の教育課程編成に生かしてまいります。その一部を紹介します。 

◇各学年でコロナ禍ではできなかった、地域とのつながりのある学習に取り組めるようになった。 

◇南沼原地区は地域の歴史や地形、地層の学習に適した場所であり、講師を担える人材もいる。 

◇地形や地層、防災・避難所、いのちの学習などをつなげるダイナミックな総合的な学習の展開も考えられる。 

☆登校班での下学年を気遣う高学年の意識が素晴らしい。 

☆逆に、下の学年が人任せになる傾向がある。一人一人の安全意識の向上のための取り組みが必要。 

☆日替わりで並び方を変え班長を体験するなど、責任あることを経験させるのはどうか。そのうえで自立登校

のお試し期間を設定するなど、段階的に実施するとよいのではないか。 

☆例えば、通学班長引継ぎ期間や交通安全県民運動期間などと合わせて実施するなど、効果的な方法を検討し

ていきたい。 

 

 


